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2013年，19巻の 1が2014年に出版されている。ごく近年では，『コメニウス著作における世界
の概念』（Aleš Prázný, Věra Schifferová et al, Pojetí světa v díle Jana Amose Komenského, 2012），
『コメニウス著作における調和の理念』（Věra Schifferová, Aleš Práyný, Kateřina Šolcová et al, 

Idea harmonie v díle Jana Amose Komenského, 2014）が出版され，チェコ内外のコメニウス研
究者が寄稿している。このほか，『記憶の形――19，20世紀の文化の記憶のなかのコメニウス
（Lenka Řezníková a kol., Figurace paměti: J. A. Komenský v kulturách vzpomínání 19. a 20. 

století, 2014）は，コメニウスの表象文化論的研究として興味深い。
　冷戦終結後のコメニウス研究は，とくにチェコにおいては，テーマや方法論が自由に選択
できるようになったことで，多様な研究が現れた。また，国際交流の活性化が図られ，とく
に近年では，哲学研究所のコメニウス部門が，メロン財団によって設立され，オックスフォー
ド大学を中心に進められている知識人の文通の国際的なネットワークに関する研究とデータ
ベースの構築を研究課題にあげている。
　他方，哲学研究所のスタッフによれば，全体としてみたとき，チェコ国内でのコメニウス
へのアカデミックな関心はやや減退しているという。この背景として，共産主義時代には支
持されなかったカトリックやバロックの文化や哲学をめぐるテーマが，研究の空白域である
こともあって関心を集め，国家的な支持のもとに質量ともにすでに膨大な研究蓄積のあるコ
メニウスは研究対象として避けられるようになっているといったことが考えられるという。

むすびにかえて

　コメニウス研究をめぐる歴史は，その生国のチェコが置かれている微妙な位置と相まって，
近代の歴史記述において国家主義・民族主義・イデオロギーがさまざまなかたちで作用して
いたことを示している。マサリクが，ヘルダーによってコメニウスが見出されたことに光を
当てたとき，そこにはヨーロッパにおけるチェコ地域の位置づけが念頭にあったであろう。
また，チャプコヴァーが，ドイツ的影響に対して概してネガティブな評価を加える一方，ス
ロヴァキアにおけるコメニウスの思想の継承を高く評価するとき，そこには民族主義や戦後
の冷戦体制におけるイデオロギー対立，そしてチェコスロヴァキアの国民統合という課題が
念頭にあったことがうかがえる。オルシャーコヴァーの研究は，冷戦下には語られようのな
かった状況に光を当てている点で，示唆に富んでいる。
　現在，方法論やテーマが自由に選択できる状況になったチェコでは，19世紀の民族再生，
20世紀前半の国民国家形成，戦後冷戦期の共産主義国家としての自覚といった目的意識を改
まって顧慮しない冷めた客観的な歴史記述が基調になっている。それによって，従来は封印
されてきたテーマが扱われるようになったことは評価できるだろう。しかし，個々に関心の
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あるテーマをとりあげればよいということなら，それが極まっていったとき，いったい制度
としての歴史研究なり思想研究にはいかなる社会的意味があるのかということが問題になっ
ていくのではないだろうか。
　日本の場合，歴史記述における客観的・実証主義的な態度は，研究レベルでは定着してい
るといえる。しかし，歴史が人間の生にとっていかなる意味があるのか，歴史研究者が語る
ことはまれであり，何かにつけてアクチュアリティーが問われるなかで，歴史の訴求力は弱
まり，教育学などの応用分野における歴史研究はその存在意義すら問われかねない状況になっ
ている。
　そうして見たとき，短絡的な目的意識で歴史が書かれることが避けられるべきなのは当然
としても，歴史が書かれることが及ぼす社会的な作用は，少なくとも顧慮されなければなら
ないのではないだろうか。チェコにおいては，コメニウスをはじめ，フスやマサリクらの人
物が民族のアイデンティティを代表する存在として選択・記述され，それが広い意味での教
育を通して国民意識のなにがしかの部分を成していることは否定できない。チェコ地域にお
けるコメニウス研究の歴史は，歴史と歴史研究の意味を考えさせてくれる実例であるといえ
よう。

〔付記・謝辞〕本論文は，科学研究費・基盤研究（C）「コメニウス教育思想の再解釈に向けての基礎的
研究」（平成24年～28年度）および広島修道大学派遣研究制度（2014年～2015年度）による研究成果の
一部である。
　本論文をなすにあたって，チェコ共和国科学アカデミー哲学研究所のコメニウス及び初期近代研究部
門のヴラディミール・ウルバーネク部門長をはじめ，マルタ・ベチュコヴァー博士，マルティン・スタ
イナー博士から多大な助力と示唆を得た。スラムニェニークの肖像についてはプシェロフのコメニウス
教育博物館のヘレナ・コヴァージョヴァー氏の助力によって提供を受けた。また，ウヘルスキー・ブロ
トのコロキウムの写真についてはパラツキー大学のパヴェル・フロス教授，1970年と2007年の国際会議
の写真についてはプラハのコメニウス博物館館長マルケータ・パーンコヴァー博士から使用許諾を得た。
このほか，井ノ口淳三追手門学院大学教授，太田光一氏（会津大学元教授）からは，海外への派遣研究
中で閲覧の難しい邦語論文をお送りいただいた。感謝申し上げたい。
　本論文の執筆中，20世紀後半のコメニウス研究に多大な貢献のあったクラウス・シャラー博士の訃報

に接した（2015年 5 月17日逝去）。謹んでご冥福をお祈り申しあげる。

註．

 1）　日本におけるコメニウス研究史の検討としては，井ノ口淳三『コメニウス教育学の研究』（ミネルヴァ書
房，1998年）の序章がある。また，北詰裕子が，『コメニウスの世界観と教育思想――17世紀における事
物・言葉・書物――』（勁草書房，2015年）序章第 2節で日本を中心にしたコメニウス研究史の概観を試
みている。

 2）　鈴木琇雄，『コメニュウス「大教授学」入門』上（明治図書出版，1982年）に全文の翻訳が示されている
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（24～27ページ）。
 3）　Zdeněk Nejedlý, Komunisté ̶ dědici velikých tradic českého národa, Praha, 1954, str.53, 54.
 4）　この行事の記録は，『国際理解の教育』（長田新編，育英書店，1959年）に収録されている。
 5）　この大学は，ヨーロッパ諸国の植民地だったアジア，アフリカ，ラテン・アメリカ等のいわゆる第三世

界からの学生を東側諸国が受け入れるために設立された大学のひとつ。1961年の設立で，受け入れた学
生のマルクス主義化が図られた。設立の経緯から，翻訳や通訳の教育に力が注がれていた。費用対効果
が見合わない等の理由から，1974年に廃止された。

 6）　鈴木秀勇「ヤン・フスおよびヤン・アモス・コメンスキー研究の問題点――チェコスロヴァキアにおけ
る研究情況をめぐって――」（一），『一橋論叢』第54巻第 3 号，1965年。および「ヤン・フスおよびヤ
ン・アモス・コメンスキー研究の問題点――チェコスロヴァキアにおける研究情況をめぐって――」（二），
一橋大学研究年報『社会学研究』 8，1966年。

 7）　同書は，Education of Young Children in the Concept of Universal Life-long Education in the Work of J. A. Come-
nius（Komenský）, Praha, 1973. の表題で英語版も出版されている。

 8）　チャプコヴァー，ベチュコヴァー両氏による著作の執筆時は，パトチカは検閲対象であり，チェコスロ
ヴァキアの公的出版物には扱われない時期にあった。ベチュコヴァー博士に照会したところ，同書が出
版されたポーランドはチェコスロヴァキアに比べ検閲が緩かったという。

 9）　堀内守，「コメニウス『大教授学』――すべてを教育の相のもとに」，梅根悟・長尾十三二・編，『教育学
の名著12選』，学陽書房，1974年，39ページ。

10）　オルシャーコヴァーの著作にも，フロスが陰に陽に受けつづけた圧力が回想されている。また，ヴァー
ルカによるフロスの果たした役割に対する評価も掲載されている［DO: 31］。

11）　この経緯については，両者の書簡にうかがわれる（Helga Blaschek-Hahn, Vera Schifferová（Hrsg.）, Jan 
Patočka - Klaus Schaller - Dimitrij Tschizewskij: Philosophische Korrespondenz 1936 – 1977, Würzburg: 
Koenigshausen & Neumann, 2010.）。

12）　憲章77に対しては，体制側から反憲章77の運動が起こされた。オルシャーコヴァーによれば，教育学研
究所の多くの研究員は，所長の不満にもかかわらず，反憲章77への署名を拒否したという［DO: 41］。

13）　1970年以降のチェコスロヴァキアでの研究体制の遅れとシャラーを中心とした旧西ドイツの研究の進展
への警戒感は，ポリシェンスキーによっても示されていた。彼がシャラーの研究所報を分析したレポー
トが残されている［DO: 24–25］。

14）　この学会の模様については，太田光一が報告している（「国際教育史学会に参加して」，『教育学研究』，57
巻 4 号，1990年，51～56ページ）。

15）　同会議の模様については太田光一が報告している（「コメニウス生誕四百年記念の旅――平成 3年度海外
研修報告――」，『会津短期大学研究年報』，第50号，1993年，12～14ページ）。また，1992年の日本教育
学会ラウンドテーブルでも，同国際会議の模様が紹介された。このほか，井ノ口淳三による『朝日新聞』
（1992年 4 月10日付）紙上の紹介記事がある。

16）　この会議の概要については，拙稿「コメニウス『教授学著作集』発刊 ：350年記念国際会議に出席して」
（『教育学研究』，第75巻 2 号，2008年，101～102ページ）で紹介した。
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SUMMARY

An Essay Concerning the History of the Comenius Study

Shinichi Sohma

Comenius study was developed in the process of Czech National Revival in the 19th century.　
In this paper, the author examined main trends in the Comenius study, which was conducted 

mainly in Czech lands.　On the one hand, in particular, since the early 20th century, the 

discoveries and compilation of the texts of Comenius brought the foundation for the further 

study.　On the other hand, since Comenius was regarded as one of the symbolic figures for 

national integration of Czechoslovakia, the study was often strongly influenced by nationalism 

and political ideologies.　After the termination of the Cold War, the historical study of the Comenius 

study reveals the situations, in which the Comenius study under the communist regime was 

positioned.　Those studies give suggestions to reconsider the Comenius study during the Cold 

War.　After the end of the Cold War, on the one hand, the theme and methodology is greatly 

diversified, on the other hand, the image of Comenius also diversified and the purpose of the 

Comenius study comes into question.　The history of the Comenius study in Czech lands might 

be seen an important example to consider the meaning of history and historical study.


